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　垂直高さ7ｍ以内かつ、法長
10ｍ以内ごとに踊場ユニットを
設けるか、又は千鳥に設置する。

寸法 W750×L720
重量 19.5kg

●仕様

法面工事用仮設設備
ＪＩＳＡ８９７２より

１．受けパイプの設置 ２．法面ステージの設置

３．床板角度の調整 ４．手摺の取付

●法面ステージ設置手順

新コンパクトタイプ

１．単管パイプを打込む（建地）

２．単管の布材と建地をクランプ
　　で緊結し、骨組を作る。

３．布材に足場板を引き番線等で
　　固縛し、床を完成する。

４．建地に単管を手摺桟として　　　
　　クランプで緊結し手摺を完成



●直列接続手順

●踊場設置例

受け金具に単管を差込む 単管にラク２タラップをかける

●ＮＥＴＩＳーＶＲ評価

従来タイプは踊り場が複数の配置する必要がありましたが、
新型タイプになって１台での直列昇降する事が可能になりました。

踊り場１台配置で
直列に昇降

踊り場１台配置で
交互に昇降

踊り場２台配置で
交互に昇降

踊り場複数配置で
法面途中に横移動

直線上に踊り場を設置することで
狭い範囲でも安全を確保して昇
降する事が出来ます。

昇降設備を千鳥に設置し昇降下
部に踊り場を配置することで更な
る安全を確保します。

踊り場を並列に配置することによ
り踊り場上での安全なすれ違い
が可能になりました。

踊り場設備を複数配列することに
より法面途中での歩廊設置の簡
単施工を実現します。




